










はじめに

思春期における赤ちゃんとの触れ合い体験学習の短期的および長期的な効果については、

今までにも様々な質問票を用いて測定が試みられてきた。その中には大抵、「赤ちゃん」

や「育児」に対する印象やイメージの変化を調べるための質問項目が含まれている。その

多くは、実施や集計の簡便性のために、例えば赤ちゃんの印象について、「かわいい」、「や

かましい」などいくつかの選択肢の中から一つを選択させるというような方法を採ってい

るようである。しかし、人がある対象に抱くイメージは必ずしも一面的ではなく、「やか

ましい」けれども「好きだ」というように否定的側面と肯定的側面が同時に存在しうる。

したがって、体験学習の効果をより詳細に捉え、さらに体験学習が出産や育児などの行動

にいかなる心理的機序で影響を及ぼすのかを調べようとすると、それらの対象に対するイ

メージの多様な側面を評価しうる方法が必要である。

本研究は、赤ちゃんや育児に対するイメージを多面的に捉えるための質問票を作成するこ

とを目的として行った。第一に、心理学におけるイメージ調査等でよく用いられる手法で

ある SD 法(Semantic　Differentia1 法)によって、赤ちゃんや育児、あるいは父親、母親

に対するイメージが、どのような側面から構成されているのかを調べた。第二に、それら

の側面と、出産や育児に関する意識や行動と関係すると思われるいくつかの心理学的特性

との関連について調べた。第三に、体験学習によって赤ちゃんや育児に関するイメージの

どの側面がどのように変化するのかを調べた。これらの結果に基づいて、体験学習の効果

を効率的に測定しうる質問票を作成する予定であるが、第三の点については、調査対象と

した学校のカリキュラム等の関係で現在も調査を継続中であり、本稿では主として第 1と

第 2の点について報告する。


